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雑誌「医学教育」

過去12年間の実績と今後
＊1

鈴 木 淳 ＿＊2

　1．はじめに：専門誌としての必要性，役割の

　　　保持

　雑誌「医学教育」も刊を重ねて，昨年，12巻を完結し

た．学会の機関誌として，学会誕生に遅れることわずか

半年，翌年の2月に創刊されたのであるから，文字どお

り，12年間学会の歩みを記録しつつ今日にいたった．

　本誌は，創刊以来，例外的増頁を除いて，毎号65頁，

隔月刊行を守ってきた．会誌の刊行は，会員1，000名以

下の学会にとっては，かなりの重荷であったため，はじ

め，医歯薬出版，次いでJosiah　Macy　Jr．　Foundation，

などから援助を得てきた．11巻以後は，篠原出版の好意

的契約によって，会誌出版の学会負担がかなり軽減され

ていることを付言する．

　医学教育にまつわる問題は多い．主張，調査，研究，

教育的資料，討論などを収載し，記録として永久に止め

ることの重要性は言をまたない．

　教育施設で教鞭をとるものの数は，わが国においては

過去10年来の医学校新設ブームによって倍増したといっ

てよい．教師は，すべて，当然ながら，意見なり主張を

もっている．意見や主張は，もちろん，もっとも重要で

あるが，それらを支える資料や理論に欠けると，多くの

支持を得ることは困難である．

　「医学教育」が目ざすところは，まさに，その辺にあ

る．資料の収集，整理，それらに基づく研究，科学的，

統計的分析などが示される必要がある．すべての主張に

は，いかに，はじめ妥当であると考えられても，それな

りに反対の意見を伴うし，主張を最終的に押し通すこと

は，一般に容易ではない．また，たんなる思いつきで，

医学教育を曲げないためにも，客観的裏付けや，学問的

支持が必要な所以である．
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　2．　「医学教育」の12年間

　巻頭言は，医学教育に関する，シニアの意見開陳であ

る．12年間のテーマを，下に列挙した．巻頭言は，はじ

め各号にのせられたが，のちに1号だけになり，数は少

なくなった．
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　本誌は，年1回の大会号と，少数の例外を除いて，今

日まで，各号に特集を組む編集方針を貫いてきた．特集

は，いわぽ，編集委員会すなわち学会指導による世論喚

起である．以下に，年代順に，特集（ワークショップ含

む）のテーマを列挙した．
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よい医療の指標

卒後臨床教育の現状と問題点
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基礎医学実習のあり方

診断学実習・臨床実習のあり方

教育媒体

Heahh　Manpowcr教育の現況・将来の展望と問題
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　大会の記録は重要である．大会の記録は，12年間ほぼ

同じ方式で収載されているので，過去12回の大会のあと

を，たどることは容易である．第1～第7回までが各巻

第6号が，第8～第13回までは各巻第5号が大会号であ

る．

　昭和49年の第1回医学教育者のためのワークショップ

が，厚生省・文部省の後援で，富士教育研修所で開かれ

たのを皮切りに，大小の医学教育のためのワークショッ

プが，全国各地で開かれるようになった．

　ワークショップは，秀れた教育的効果をもっている．

WHOが，主導力をもち，アジア地区では，オーストラ

リアのシドニーで，health　manpower対象にワークシ

ョップを繰り返してきた．

　わが国の参加者の帰国後の努力は特筆すべきであろ

う．ワークショップにタスクフォースなど指導者として

参加することによって，国内の医学教育振興に寄与する

ことが大きい．わが国で開かれた大小の医学教育ワーク

ショップの記録は，本誌12巻6号にあますところなく収

載されているので，参照されたい．

　会誌は教育番組をもつべきであるとの考えのもとに，

とくに第11巻より，教育的帯番号がもたれることになっ

た．下記のものが今日までの教育的帯番組である．

保健ケアのための要員

すべての医学生を対象とした統計の上手な教え方

　医学教育力リキュラム研究会は，昭和47年より今日ま

で，綿々と続き，第3巻以降に報告が収載されている．

昭和56年までに40回を数えた．小グループの講演会で，

外国事情の報告，外人講演などが主体である．

　「医学教育」は，たんなる主張の集まりでないとすれ

ば，教育に関する専門用語も当然必要となる．要望に応

えて，イラストとともに，主な教育用語が，第7巻第4

号以来，各号に収載された．テーマのリストを示す．
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ワークショップ・プロダクトとワークショップ効果

　医学教育は，つねに何らかの教育機関を舞台に行われ

る．第10巻から会員機関がそれぞれの活動について報告

する欄が常設された．機関会員のページである．このペ

ー ジは，最近の数巻については，委員会の指導のもと

に，かなり活用されるようになった．より活発な自主的

利用が望まれる．

　てがみ欄は，重要である．ご存知のように，各号のは

じめに会員の短信が収載されている．内容は，前号の反

響が主であるが，傾聴すべき意見が多い．

　最後に，重要な投稿論文について触れる．編集委員会

としては，文字どおり，医学教育に関する調査・研究の

投稿を待ちのぞんでいる．最近は，すぐれた内容のもの

が少なくない．より建設的な，より具体的な，そして，

資料に基づいた調査研究は，貴重なものである．それが

たとえぽ外科学に関するものであっても，外科学の雑誌

にのせるのと，本誌にのせることの意義の違いについ

て，諸賢のご注意を喚起したい．

3．反省と今後

　前項に述べたことには，「医学教育」の12年間をふり

かえることによって，会員諸兄に対する希望をも含めた
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つもりである．本誌を，記録の場として，討論の場とし

て，今後ともより活発に利用していただきたい．わが国

の医学教育に関する調査研究は，とくに米国に比べると

立ち遅れている．国家的な措置も必要である．しかし，

これを待つとともに，われわれがただちにできることも

少なくない．幸いに医学教育振興財団の誕生もある．3

年目を迎えて，医学教育学会との連関も，より親密さを

増してきたようである．この方面の地道な努力を評価

し，促進する環境の醸成も肝要であろう．

　本誌については，とくに，最近，内容の高度化，専門

化とともに，理解困難を訴える向きも少なくない．さき

に述べたように，たんなる意見開陳ではない，具体的，

学術的内容をもつ論文が増えたとすれぽ，御同慶のいた

りであるともいえよう．すなわち，医学教育が教育学と

して，また，研究として取り上げられてきた証拠である

からである．ちなみに，これに関する本誌編集子の喜び

は，かなりの数の会員外購読があることである．

　本誌の発展を望む編集委員会としては，しかし，本誌

が，たんに，より学問的になり，難解になることを望む

ものではない．ゆとりと，ユーモアを含む，そして，み

なに愛され，期待される雑誌としての発展を望んで止ま

ない．第11巻以来，表紙にも漫画を取り入れたのは，い

ささかでも内容の難解を和らげる努力の現われでもあっ

た．効果があったであろうか．

　筆者は，12年間にわたって「医学教育」編集委員長を

勤めさせていただいている．今日まで，変わらぬ励まし

と支持を与えられてきたことに対して，厚く，深く感謝

の辞を捧げたい．
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